

１　次の２つの数の公倍数を、小さい順に３つ書きましょう。
1 ４と６の公倍数
2 ８と12の公倍数
　　（公倍数の中で、いちばん小さい数を、最小公倍数といいましたね。）
3 上のことから、倍数・公倍数・最小公倍数にはどんな関係がありますか。

正しい関係に○をつけましょう。
（　　）最小公倍数は、倍数の公倍数です。

（　　）公倍数は、最小公倍数の倍数です。

（　　）公倍数は、倍数の最小公倍数です。

（　　）倍数は、公倍数の最小公倍数です。


　領域：「数と計算」
　単元：「倍数と約数」

　評価の観点：
出題の趣旨：倍数の意味や性質が理解できているかどうかをみる。

　　　　　　　　①②…公倍数を正しく見つけることができるかどうか。【技能】

　　　　　　　　③…倍数、公倍数、最小公倍数の意味を正しくとらえているかどうか。【知識・理解】
解答：①１２，２４，３６　②２４，４８，７２　③　２番目に○
２　次の２つの数の公約数を、すべて書きましょう。
1 12と9の公約数
2 18と24の公約数
3 上のことから、約数・公約数・最大公約数にはどんな関係がありますか。

正しい関係に○をつけましょう。

（　　）最大公約数は、約数の公約数です。

（　　）公約数は、最大公約数の約数です。

（　　）公約数は、約数の最大公約数です。

（　　）約数は、公約数の最大公約数です。


　領域：「数と計算」
　単元：「倍数と約数」

　評価の観点：
出題の趣旨：約数の意味や性質が理解できているかどうかをみる。

　　　　　　　　①②…公約数を正しく見つけることができるかどうか。【技能】

　③…約数、公約数、最大公約数の意味を正しくとらえているかどうか。【知識・理解】
解答：①１，３　②１，２，３，６　③２番目に○
３　次のア・イの問題は、公倍数・公約数のどちらを使う問題ですか。（　　　　）

　　にあてはまる言葉をかきましょう。

　　　ア　駅から、バスは１２分おき、電車は１５分おきに出発します。午前１０時に同時に出発しました。次に、同時に発車する時刻がいつですか。
　　　

（　　　　　　　）

　イ　パーティーをするため、ビスケットを１８個、あめを３０個用意しました。パーティーに来た友だちにそれぞれを同じ数ずつ分けたところ、両方とも残らずに配ることができました。さて、友だちの人数は何人の場合があると考えられますか。

（　　　　　　　）


　領域：「数と計算」
　単元：「倍数と約数」

　評価の観点：
出題の趣旨：公倍数・公約数のどちらの考えを使って解く問題かを判断できるかをみる。

解答： ア…公倍数　イ…公約数
４　倍数を見つける方法の一つとして下のようなきまりを使って見つけることができます。
· その数が２の倍数かどうか…一の位が偶数ならその数は２の倍数になる。

· その数が３の倍数かどうか…各位の数字の和が３で割り切れるなら、その数は３の倍数になる

· その数が４の倍数かどうか…下２けたの数が４で割り切れるか００なら、その数は４の倍数になる。
1 ４２２７は３の倍数でしょうか。その理由を、上のきまりを使って説明しましょう。

2 ４２２７は４の倍数でしょうか。その理由を、上のきまりを使って説明しましょう。

3 ひろみさんは、2の倍数でも、3の倍数でも、４の倍数でもある４けたの数を考えています。

あなたなら、どんな数を見つけますか。きまりをもとに考えて、４けたの数を１つ書きましょう。

　

　領域：「数と計算」
　単元：「倍数と約数」

　評価の観点：
出題の趣旨：与えられた条件文をもとに適切な数を判断したりつくりだしたりできるかどうかをみる。

　　　　　　　　①②…条件を満たしている数かどうかをみる。【数学的な考え方】

　③…条件を満たす数をつくることができるかどうかをみる。【数学的な考え方】

解答：① ４＋２＋２＋７＝15で３の倍数になるので、4227は３の倍数
②27は４の倍数ではないので、4227は４の倍数ではない
④4224など
５　まゆみさんとかなこさんが、あるテーマパークに遊びに行くとふん水がありました。そのふん水について、係のおじさんと話しています。


おじさん


まゆみさん


おじさん

まゆみさん

かなこさん
まゆみさんは、どのように考えて小さいふん水と大きなふん水が同時にふき上がる回数や時間がわかったのか、説明しましょう。
５　領域：「数と計算」
　　単元：「倍数と約数」

　評価の観点：
出題の趣旨：倍数や公倍数の意味や性質が理解できているかどうかをみる。

　　　　　　・公倍数を正しく見つけることができるかどうか。【技能】

　　　　　　・見つけた公倍数を時刻に活用できる。【数学的な考え方】
解答例：小さいふん水は20毎、大きいふん水は1時間半毎＝90分毎だから、２つのふん水のふき上がる時間の最小公倍数は180になる。

180分＝３時間だから、２つのふん水が同時にふき上がるのは、

午前10時の１回目から３時間毎に、午後1時と午後4時になり、
　　1日に３回となる。
６　まさるさんたちはクラスで賞状係になり、友だちと賞状カードを作っています。１まいの賞状カードは、たてが9㎝、横が15㎝にの長方形にすることになりました。大きな長方形の色画用紙から切り取ってカードを作ろうとしています。

次の問いに答えましょう。

（１）まさるさんは、先生から使いかけの色画用紙をもらいました。長さを測ってみると、たてが36㎝で横が45㎝でした。

この色画用紙からは、何まいの賞状カードを作ることができますか。
（２）けんじさんとゆうこさんは、先生から新しい色画用紙をもらいました。長さを測ってみるとたてが39.2㎝で横が54.2㎝でした。２人とも向きを工夫してできるだけむだがないように作ると、けんじさんは14まい、ゆうこさんは15まいの賞状カードを作ることができました。

　　　けんじさんやゆうこさんはどのように賞状カードを作ったのでしょうか。
　　図にあらわしましょう。
　６　領域：「数と計算」
　　　単元：「倍数と約数」

　評価の観点：
出題の趣旨：約数の意味や性質が理解できているかどうかをみる。

　　　　　　　　（１）公約数を見つけることができる【技能】

　（２）色画用紙から無駄なくカードを切り取る方法を考えることができる【数学的な考え】
解答：（１）１２枚

　　 （２）解答例
◆けんじさん
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◆ゆうこさん
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【 小学校算数・単元別問題 】





「倍数と約数」
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このふん水は2種類のものが組み合わさっていて、小さいふん水は20分ごとに、大きいふん水は1時間半ごとに吹き上がるんだよ。同時にふき上がるととってもきれいだよ。








へえ。楽しみだなあ。ところで、このテーマパークの営業時間は何時から何時までですか？





午前9時半から午後４時半までだよ。


それから、はじめのふん水は、午前10時ちょうどに、小さいふん水も大きいふん水も同時にふき上がるよ。





そうなんですか。・・・ということは、小さいふん水と大きなふん水が同時にふき上がるのは、1日に3回で、午前10時と午後1時と午後4時になるわね、かなこさん。





え？どうして回数や時間がわかるの？





関・意・態





知識・理解





数学的考え方





技能

















○





○





関・意・態





知識・理解





数学的考え方





技能

















○





○








_1325677208.xls
Sheet1

				15		15		15		9		0.2

		9

		9

		9

		9

		3.2





Sheet2

				9						9						9						9						9						9						0.2

		15

		15

		9

		0.2





Sheet3

		






_1325677262.xls
Sheet1

				15		15		15		9		0.2

		9

		9

		9

		9

		3.2





Sheet2

				9						9						9						9						9						9						0.2

		15

		15

		9

		0.2





Sheet3

		






